
 『ベンチャー企業への投資に対する 

税制上の優遇措置を知りたい』 

企業のベンチャー投資促進税制 

                                

  

 

         
 
 
対象となるベンチャー企業・投資家 

【投資対象となるベンチャー企業の要件の概要】 
Ⅰ 株式会社であること 
Ⅱ 非上場・非登録会社であること 
Ⅲ 風俗営業を行っていないこと 
Ⅳ 暴力団ではないこと 
Ⅴ 大規模法人（資本金１億円超等）及び当該大規模法人と特殊の関係（子会社等）にある 

法人（以下「大規模法人グループ」という）の所有に属さないこと 
【税制優遇措置の対象となる投資家の要件の概要】 

認定ファンドへ出資を行った国内法人（青色申告書を提出する法人に限る。以下同じ。） 

ただし、適格機関投資家（組合契約を締結した事業年度開始時におけるその他有価証券である株式等の 

帳簿価格が２０億円以上の者に限る）の場合は、認定ファンドに対する出資約束金額が２億円以上の者に限る。 

 

措置の内容  
■ 国内法人が、認定ファンドを通じてベンチャー投資を行い、事業年度の終了時に認定フ

ァンドの組合財産として有する株式の帳簿価額の８０％以下の金額を損失準備金とし
て積み立てたときは、その積み立てた金額を当該事業年度において損金算入することが
できる。 

■ 損失準備金として積み立てた事業年度の翌事業年度に当該準備金の全額を取り崩
し、益金算入する。翌事業年度末に認定ファンドの組合財産として有する株式につい
ては、上記と同様に損金算入することができる。 

■ 事業年度終了時までに以下の事項が発生した場合は、当該株式に係る準備金は積
み立てられない。 

① ベンチャー企業の株式を売却し、資金を回収した場合 
② 投資先のベンチャー企業が清算した場合 
③ ベンチャー企業が配当を行った場合 

■ 準備金を積み立てることができる期間は、認定ファンドの投資計画の実施期間の終了
（最長１０年間）まで。 
ただし、認定ファンドが投資計画の実施期間を延長（当初期間を含め最長１３年間まで延長可）

した場合、その延長後の実施期間の終了まで。 
   
税制優遇措置に係る手続きの流れ 

ステップ１ ベンチャーファンドが認定を受けた後に認定ファンドへ出資する。 
ステップ２ 認定ファンドがベンチャー企業に出資した額を、認定ファンドの各事業年度の決算

時に、認定ファンドに出資を行った国内法人へ報告。 
ステップ３ 当該国内法人は、自社の決算において投資額の８割を上限に損失準備金として

積み立て、損金計上する。 

主として事業拡張期にあるベンチャー企業に投資するファンドであって、産業競争力強化

法に基づき投資計画について経済産業大臣の認定を受けたもの（以下認定ファンドという。）

を通じ、ベンチャー企業に出資する企業が、出資額の８割を限度として損失準備金を積み立

て、損金算入することができる制度です。 

お問い合わせ先 
経済産業省経済産業政策局新規産業室  TEL：03-3501-1569 

各経済産業局 下記URLをご参照ください。 

http://www.meti.go.jp/policy/newbusiness/venture_kigyou_tax.html 
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